
 

 

 

 

平成２７年度事業報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人創和会 

 

 

 



1 

 

 

 

目次 

 

はじめに                ２ 

全体総括               ３ 

地域密着型特別養護老人ホーム事業   ４ 

通所介護事業            １０ 

訪問介護事業            １５ 

居宅介護支援事業          １９ 

看護グループ             ２４ 

総務管理課              ２７ 

諸会議                ３０ 

研修                 ３５ 

事故                 ３９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

１，はじめに 

昨年４月の介護報酬減額や高齢者支援センター事業終了の影響を最小限に抑えるべく、今年度は

特に予算管理を確実に行いつつ収支状況の悪化を防ぐよう努めてきた。結果的に３年連続となる黒字

決算で２７年度の事業を終えられたことは非常に大きな成果と言えよう。以下に全事業部門の年間実績

について全体総括を述べる。 

 

特別養護老人ホーム部門であるが、目標としている居室稼働率が９８％である中、年間の平均居室

稼働率は９９．１％を達成できた。これは非常に高い稼働率であると評価している。 

今後も退居者が生じた際には、１４日間を目安に新入居者を迎えられるように、日頃から待機者リスト

の把握に努めつつ、空き居室が生じた場合であってもショートステイを有効に活用する等の努力を最大

限行うこととしたい。 

なお、６月からは新たに日常生活継続支援加算及び看護体制加算Ⅱの算定を開始したことにより年

間想定で約４４０万円の増収が見込まれることも経営面ではプラス要因となった。 

 

また、本会で最も収入割合が大きいデイサービス事業については、年間利用者数が、昨年度の平均

利用者数３６．９人に対して今年度は３８．０人と１．１人増加した。その中でも昨年度下半期以降かなり

落ち込んでいた認知症対応型デイサービスの延べ利用者が、昨年度の平均利用者数４．０人に対して

今年度は５．３人と１．３人増加しており、このことが着実な収入増につながったものと評価している。 

一方で４月２３日には町田市の実地指導があり、介護予防通所介護の運動器機能向上加算の算定

について不適切であり改善するようにとの行政指導を受けた。これに伴い２６年度当初に遡及する形で

同加算の算定で得られた収入を全額返還することとなった。経営的にも本会の現状において８０万円超

の報酬返還が必要となったことは大いなる反省事項であり、今後このようなことが生じないように適切か

つ正しい制度運用を行っていくことと致したい。 

 

ヘルパーステーションについては、昨年３月末をもって主任職であったサービス提供責任者が退職と

なり、後任者の補充を速やかに行うことが出来なかったことが影響して、新規利用者を受け入れることが

人員基準上困難な状況となっていた。これについては、昨年１２月より週４日勤務の内勤訪問介護員を

サービス提供責任者として昇格させたことや、新たに内勤の訪問介護員を２名増員したことから、ヘル

パーステーション全体の運営体制を強化できた。今後とも新規利用者の獲得に努めていきたい。 

 

ケアマネジメントセンターについても、今春の介護報酬改定で特定事業所加算が３００単位から４００

単位へと報酬単価が増額となりプラン作成数も増加させつつあったが、９月に成瀬あんしん相談室に移

籍した退職者が出たことから、新人の介護支援専門員を新たに雇用し引き継ぎと同時並行しつつ育成

しなければならず、一時的に新規利用者の受け入れを抑制せざるを得なかった。また、高齢者支援セ

ンターの方針転換もあり予防プランの受託件数が増加しているので可能か限り対応した。 

 

なお、終了した高齢者支援センタースペースについては、既存事業である居宅介護支援事業を拡大

する方向で関係官庁と調整できたことから、正式な承認後は介護支援専門員の人員を１０人超に増加

させていきたいと考える。当センターが開設して丸２０年の節目を迎えた中、グループホーム運営などの

新規事業を視野に入れて、法人規模の拡大へ向けた取り組みが急務である。それに対応するべく介護

職員を中心とした人材確保と定着が不可欠である。 
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２．平成２７年度主要課題総括 

１．地域密着型特別養護老人ホーム運営の安定化 

（成果） 

２７年度は、年間の居室稼働率も９９％以上になるなど非常に高い実績を残すことができた。

今後も増え続ける重度入居者や医療依存度の高い入居者の受け入れを踏まえ、介護職と看護職を

中心に管理栄養士など多職種の密な連携の成果だと評価している。 

２８年度以降については看取りケアの本格実施に向けて、たんの吸引などの医療的ケアにも対

応出来る質の高い介護職員の確保と育成、その定着が今後の引き続いた課題であると考える。 

 

２．デイサービスの事業実績回復 

（成果） 

  デイサービスについては、２６年度以降に新規利用者の積極的な受け入れや既存利用者の増

回などを行ってきたが、制度改定があった２７年度に入ってからも様々な営業努力により１日

平均３８名程度で推移することが出来た。２８年度以降もこのペースを維持継続するとともに、

さらなる利用者数の拡大へ向けた努力をしていきたいと考える。特に認知症デイサービスにつ

いては稼働率を高められるように新規利用者を増やしていきたい。 

 

３．介護の質の向上 

（成果） 

年々高度化する介護技術や関連知識の教育指導体制を強化する目的として、現場サービス部門

の管理者がメンバーの中核をなす研修委員会を中心に、現場職員の研修ニーズを把握しつつ研修

内容の一層の充実に努めた。有期契約職員を対象にした「キャリアアップ助成金」を活用し専門

機関（IDO）に委託した外部講師を招聘し「認知症ケア」を基軸テーマとした年間７回の施設内

研修を開催できた。 

また、管理者層のリーダー職員を対象に、東洋大学生活支援学科の講師による９回の事例検討

会（グループスーパービジョン）を実施できたことも、各部門のチームマネジメントを担う管理

者教育の機会として有効であった。結果的に施設全体のレベルアップにつながったものと考える。 

 

４．高齢者支援センター事業の円滑な移管 

（成果） 

 高齢者支援センター事業は昨年７月２１日に成瀬街道沿いの新拠点に移転したことから総合

相談部門がなくなったが、居宅介護支援事業所の介護支援専門員が中心となり、初期段階の相談

を受理し高齢者支援センターにつなげることで地域住民に不利益とならないように心がけた。 

 

５．３カ年中期計画の年次評価と見直し 

（成果） 

 高齢者支援センター事業が終了することは、本会にとり非常に影響が大きい出来事であったが、

早期に現３カ年計画の見直しを行うべく理事会・評議員会・職員代表による初年度総括会議を行

った。資金面の課題があり直ちに実行出来ないこともあるが、現状に対して率直な意見交換が 

できたことは有意義な機会となった。 

 

なお、ケアセンター成瀬の４事業部、２部署の年度報告は以下のとおりである。 
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地域密着型特別養護老人ホーム 

平成２７年度活動総括 

 

１．部門経営の安定化 

（方針１）入居稼働率の 98％以上確保 

（実績１）入居率（居室稼働率）について、年間平均 98％の目標のところ平成 28 年 3 月末日

現在 99％を達成しました。今年度は、入院されたご入居者がいましたが、看護・介護の連携に

より早期発見が出来ました。入院されてからも、ご家族や入院先医療機関との連携を密にし退院

予定日を把握する事により、特養での受け入れ準備が順調に進みました。入居者の入院期間中は、

入居判定会議で待機者第 1 位の方に短期入所を利用して頂きました。 

（方針２）重度要介護者の積極的なご入居受け入れ体制の確保 

（実績２）平成 28 年 3 月末時点で平均要介護度は 4.1 でした。入居判定会議では、要介護 4 又

は 5 の方を中心に判定しています。ご入居者も少しづつ介護量が増えていますが、色々なバラ

ンスを考え、できる限り重度の要介護高齢者の受け入れを行うように努めました。 

 

２．介護職員等の体制確保 

（方針１）ユニットケアの実践に必要な人材確保 

（実績１）今年度は、病気による休職者が数人出たため、ハローワークや求人広告などに掲載し

ましたが、職員の補充に至りませんでした。その為、他部署から応援をして頂き、どうにか成り

立っている状態です。今後も継続して求人活動を行い、安定した職員体制ができるよう努めます。 

（方針２）職員教育と介護実践基盤の構築 

（実績２）統一した介護を目指し、日々介護業務を行っていますが、価値観や考え方の違いで中々

統一した介護に行きつきません。言葉だけでは伝わっていないという事が多くある為、細かい言

葉掛けでご入居者に合った良い介護に繋げて行きます。 

（方針３）ミーティング等における意見交換しやすい環境づくり 

（実績３）ミーティング等における意見交換しやすい環境づくり 

ヒヤリハット報告やインシデント報告・事故報告は、その都度報告書が上がるようになってい

るが、介護職員の不足により前向きな意見交換をする場が十分に持てませんでした。今後、そう

いう機会を多く持てるように努めます。 

 

３．介護の質の向上 

（方針１) ユニットミーティング 

（実績１）職員不足の為、毎月１回のユニットミーティングを開催できませんでした。その代わ

りに、必要時ユニット内でミニユニットミーティングを開催しました。今後も、必要な時に行い

ます。 

（方針２）リスクマネジメントの徹底 

（実績２）今年度、特養専用の用紙から全部門統一版の用紙と同じものを使用し始めた。記入し

やすくなったのか、職員の再発防止や業務改善の気持ちが強く、進んで記入をしてくれるように

なった。 

（方針３）特養研修会の企画 

（実績３）看取り PJ における、看取りケア指針や看取りケアマニュアルが出来上がった為、周

知伝達を目的として職員に昨年 12 月に１回目の研修を行った。 
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（方針４）ご入居者お一人おひとりに合わせた介護の実践 

（実績４）個別ケアの元になる、24 時間シートの更新がされていない。ご家族の了解の元、事

故防止の為にベルトを使用されている入居者がいます。今後、尊厳を尊重した介護を実践出来る

様、24 時間シートの更新をしていきます。 

（方針５）ご入居者の社会参加機会の確保 

（実績５）買い物・ランチツアーは、職員配置が出来ず数回の実施しか出来なかった。なるせだ

いまつりや子供みこし、ハロウィン等地域社会との交流機会を確保出来た。 

 

４．基本業務 

（方針１）ケアプランの作成 

（実績１）ご入居者、ご家族と介護職、看護職、管理栄養士、生活相談員、介護支援専門員によ

るサービス担当者会議を開催し、ご入居者の心身の状態を把握した。状態などに変化があった時

には、その都度見直しを行いました。 

（方針２）日常生活介護の実践 

（実績２） 

① 食事 食事前の手洗いや手指消毒を行い食中毒防止や口腔体操などをし誤嚥防止に努めた。

季節を感じられる食事や行事食を取り入れた。嗜好調査は行えなかった。 

② 入浴 ご入居者に合わせた４種類の浴槽を利用し、清潔保持に努めた。入浴ができない方

には、清拭と陰部洗浄を行いました。 

③ 排泄 その方の排泄パターンに合わせ、排泄介助を行っています。記録を付けることによ

り、排便コントロールが出来ています。トイレ内の清潔を常に心掛けました。 

④ 移動・移乗・体位変換 

ご入居者の身体への負担の軽減や事故防止の為に、ベッドと車椅子の移乗に床走行型電動

介護リフトを使用しています。 

⑤ 口腔ケア 毎食後実施しました。誤嚥性肺炎での入院はありませんでした。 

⑥ その他 環境整備を行う事で、安心・安楽な生活を送って頂いたが、レクリエーションは、

出来ない事が多かった。 

（方針３）健康管理の実践 

（実績３）入居者の健康管理については、嘱託医、介護・看護の連携により、早期発見・早期対

応が出来ている。今年度の定期健康診断は、施設内で訪問健康診断を全員実施した。口腔内は、

希望者のみ訪問歯科医療機関に対応して頂いている。職員の健康管理については、夜勤を行う職

員の年２回の健診等、規定に則り実施している。 

（方針４）機能訓練の実施 

（実績４）生活リハビリを中心に、ご自身で出来る事はなるべく行って頂き、機能維持に努めた。

希望者には、訪問マッサージ等利用していただいた。 

（方針５）日常生活援助の実施 

（実績５）24 時間シートに基づき生活援助を行う事が基本ですが、状態変化が著しく 24 時間シ

ートの更新が追い付いていない。 

今年度は、お孫様の結婚披露宴に出席されたご入居者がおり、大変喜ばれていた。（ご家族の

希望があり介護職員が同行した。）また、息子様が家を新築されその家を見にいく事ができ、そ

の後、今まで以上に元気になられ「また、行きたい」とご自身の気持ちをおっしゃっていた事に、

とても喜びを感じた。 
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（方針６）季節行事、余暇活動等 

（実績６）季節行事 ４月お花見 ５月端午の節句（兜などを飾る）７月七夕飾り・なるせだい

祭りへの参加・子供神輿 ８月花火大会・スイカ割り ９月家族会・懇親会 １２月クリスマス

会 １月新年会 ２月豆まき ３月ひな祭り（雛人形を飾る）等、季節の行事を行った。 

誕生日会 誕生日当日に合わせてプレゼントとケーキを用意し、全入居者と職員でお祝いした。 

レクリエーション 月１回の生け花くらぶ・書道くらぶは開催出来たが、職員不足も有りカラオ

ケくらぶの開催が減ってしまった。 

外出の援助 職員不足の為、散歩などホーム外に出向く企画がほとんど出来なかった。 

 

５．相談活動 

（実績１）個別相談 日常生活上の相談や制度変更に伴う手続き対応等、必要に応じて、その都

度対応しました。 

 

６．事故防止、防災対策 

（実績１） 

①建物設備等の維持管理 不備があった際にはすぐに対応し改善しました。 

②事故防止 環境整備・見守り強化等の他に、ご家族了解の元ベッドセンサー、安全ベルトを使

用しました。 

③防災対策 年２回の消防設備訓練や避難訓練を実施しています。 

④緊急対応 緊急対応がほとんど無い為、迅速に行えるか不安が有ります。 

⑤賠償対応 介護上の事故等に関しては見舞金の支払いや賠償対応をしています。 

 

７．会議・委員会・研修の実施 

（実績１）会議  

特養会議は、毎月第 3 木曜日に、施設長、主任、両ユニットリーダー、看護師、介護支援専

門員、生活相談員、管理栄養士で構成される会議で、主に特養運営方針や業務上の課題などの討

議をする場として行った。 

特養ユニットミーティングは、月１回の開催予定でいたが、職員が不足している中、時間を確

保する事が出来ず行えていない。 

毎日 11 時に行っている、出勤職員、看護師、管理栄養士によるミーティングは確実に行えて

いるが、一斉に集まる事が出来ず、待ち時間が出来てしまっている。 

（実績２）委員会 

① 褥瘡対策委員会 対象者がいない為、個別に検討する事例はなかった。 

② 感染対策委員会 感染症の発生の時期には毎月１回行い、感染症予防の啓発を行った。感染

症ではない嘔吐や発熱の発生があった時に、感染症対策の予行練習を行った。 

③ 給食委員会 毎月１回、施設長、管理栄養士、看護師、デイサービス職員、特養職員、給食

部門担当者で構成され、検食結果の振り返り食中毒予防などについて検討を重ねた。また、

行事食の検討や提供方法、特養に関しては体重管理の為の食事内容の検討も行っている。 

④ 身体拘束廃止委員会 毎月１回行われる特養会議に合わせて開催した。主に離床センサー使

用状況の報告・検討が行われた。 

⑤ 安全管理委員会 毎月１回行われる特養会議に合わせて開催した。ヒヤリハットやインシデ

ント、アクシデントの振り返りと業務改善が行われた。 

⑥ 看取りプロジェクト 毎月１回、施設長、看護師、主任、両ユニットリーダー、介護支援専
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門員、生活相談員により行われる。現在、看取りケアマニュアルが出来上がり、職員・入居

者家族への研修会の準備を進めている。 

⑦ 研修委員会 施設長が委員長となり、総務管理課長、デイサービス主任、ヘルパーステーシ

ョン副主任、特養主任で構成され、法人内施設研修会の企画や各研修会の参加者アンケート

による事後評価等を概ね 2 ヶ月に 1 回開催した。 

⑧ 広報委員会 シフトの都合で担当委員が出席出来ていないが、特養で行った行事の記事等で

の協力をしている。 

 

８．地域貢献 

（実績１）地域福祉への協力 

南大谷中学校の 2 年生を 2 名受け入れ、高齢者施設（特養）での生活を職場体験として学んで

頂きました。 

（実績２）地域交流について 

地域の民生委員、老人クラブ、ボランティアグループならびに、中学校、小学校、幼稚園、保育

園の生徒や子供との交流は、機会が無く行えていません。今年度は、地域の方からの連絡で雛人

形と 5 月人形を頂きました。そのおかげで、ご入居者に人形を飾って頂き、季節を感じる事が

出来ました。 

 

９．地域社会との連携強化 

（実績 1）運営推進会議 

年間６回の運営推進会議を開催した。構成メンバーは、ご入居者代表２名、ご家族代表１名、

民生委員、高齢者支援センター職員１名、グループホームかりん成瀬ホーム長、理事長（自治会

代表を兼務）、施設長、生活相談員です。主な内容として、２ヶ月間の特養事業やイベントの報

告、リスクマネジメントにおける事故後の業務改善策の報告、特養事業に対する意見交換です。 

（実績２）地域イベント等を通じた入居者の社会への参加促進 

今年度も、なるせだい祭りの参加や成瀬台３／４丁目子供会の子供みこし・ハロウィン等に参

加させて頂き、子供たちと触れ合いました。 

（実績３）地域ボランティアの積極的な受け入れ 

今年度も沢山のボランティアの方々に、環境整備や生け花くらぶ・書道くらぶ等、協力してい

ただき楽しい生活が行えています。 

（実績４）地域教育機関の実習生の積極的な受け入れ 

北里大学医学部の実習生６名、町田保育福祉専門学校の実習生を４名受け入れ、高齢者福祉、

ユニットケアを学んでいただいた。それぞれに特別養護老人ホームの生活実態を体験して、高齢

者福祉の現場を理解してもらえるように努めた。 
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8475 8475 8532 8532 8532 8532 8532 8532 8532 8532 8532 8532 102270

7819 8491 8663 8939 9869 8795 8277 8843 8899 8733 8603 9393 105324

92.3% 100.2% 101.5% 104.8% 115.7% 103.1% 97.0% 103.6% 104.3% 102.4% 100.8% 110.1% 103.0%

102270

105324

103.0%

600 620 600 620 620 600 620 600 620 620 580 620 7320

590 617 600 620 620 600 620 600 599 592 575 620 7253

98.3% 99.5% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 96.6% 95.5% 99.1% 100.0% 99.1%

7320

7253

99.1%

0人 1人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 1人 0人 0人 2人

1人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 1人 0人 0人 2人退居者数

入居者数

1807 1840 1819
四
半
期

居室 1820 1840 1840

稼働率 99.3% 100.0% 98.9% 98.2%

104.4%

1820

稼働居室

稼働率

稼働居室

居室数

1787

四
半
期

達成率 98.0% 107.8% 101.7%

25596

実績 24973 27603 26019 26729

予算 25482 25596 25596

達成率

収入実績

12月 1月 2月 3月 年間合計

収入予算

　　　　　　　平成27年度　地域密着型特別養護老人ホーム収入実績　　　　　　　　（単位）千円

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
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1名 1名 1名 1名 1名 9名
1名 9名

成瀬教会 10名 10名

特養ご家族（雨宮様）による書道くらぶ 1名 1名 1名 1名

特養ご家族（霜浦様）による歌の会 1名 1名 1名 1名 1名 1名 1名 1名

359名

第1四半期合計 第2四半期合計 第3四半期合計 第4四半期合計 総計

72名 81名 108名 98名

2名 18名2名 2名 2名 2名 2名ゆうき堂体操 2名 2名 2名
5名小松様(ハーモニカ) 1名 1名 1名

32名 31名 30名 29名 30名
1名 1名

（２）ボランティア受け入れ実績（延人数）

ボランティア団体 4月 5月 6月 7月 8月
308名

3月 合計
住民の会（ぶどうの会） 20名 20名 19名 20名 31名 21名 25名

9月 10月 11月 12月 1月 2月

1名

第1四半期合計 第2四半期合計 第3四半期合計 第4四半期合計 総計

5名 5名 5名 0名 15名

5名

町田市公立学校１年次
教育課程研修 1名

南大谷中学校 2年

町田福祉保育専門学校 介護福祉学科 2年 1名

町田福祉保育専門学校 総合福祉学科 1年

北里大学 医学部 2年 2名 2名 1名

9月

平成27年度　地域密着型特別養護老人ホーム　事業実績（外部来訪者・実習受け入れ等）
（１）学校実習生等の受け入れ実績

学校名 学科名 学年 4月 5月 6月 7月 8月 3月 合計10月 11月 12月 1月 2月

2名 2名

2名2名
1名

東京都職場体験事業 2名 1名 3名
1名町田市体験ボランティア 1名
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通所介護事業部（デイサービス） 

１．平成２７年度事業総括 

（方針１）「介護事業の充実」通所介護事業の維持・勝ち残るための取り組みの実施。 

１－① 地域 1 番を目指すために、特に横浜市の居宅支援事業所に向けて営業を行い、送迎付

き見学のお勧めを行います。 

実績① 横浜市の居宅支援事業所に営業に出向きませんでしたが、今年度新たに「オプティ緑」

「長津田厚生病院居宅」「あおばの里」「ライフプラザ新緑」の各事業所より、新規ご利

用者の紹介を頂きました。 

１－② ケアマネジャー向けの見学・試食会を企画します。 

実績② 試食会は実施していません。見学では、正吉苑・すばるの新しいケアマネジャーが見学

に来所して頂いています。 

１－③ 認知症対応型での個別ケアを充実させるために、個別でのプログラムの定着と専任スタ

ッフの固定、一般型と物理的な区分け方法を検討していきます。 

実績③ 認知症対応型での個別ケアについては、一般型サービス提供時間帯を通して物理的な区

分けを行う事は難しく、午後のプログラムの参加状況も一般型と同スペースでの対応と

なりました。 

    ただし、見守りが必要なご利用者にはスタッフが常に近位で見守り、必要な支援を行え

る体制にしました。 

    認知症対応のご利用者の担当は、比較的実務経験の豊富な職員が「りんごくらぶ」担当

としてあたりました。 

１－④ 個別機能訓練の体制強化を図るために、引き続き機能訓練指導員の追加募集を行い、個

別機能訓練加算Ⅱの算定条件を確実に行えるように体制作りをします。 

実績④ 昨年７月より個別機能訓練担当職員を増員（週２日の勤務）させたことにより、看護師

の協力を得ずに安定的な機能訓練の実施が可能になりました。 

１－⑤ ケアセンター成瀬の強みである趣味活動の広がりを検討し、今後のご利用者のニーズを

考えながら、地域の住民の方だけでなくボランティアセンター等の協力を依頼していき

ます。 

実績⑤ 新たなプログラムでは切込みパッチワーク・サンドアート・輪ゴムブレスレット作成等、

ご利用者が自ら手を動かし作り上げられるメニューを加えていますが、定例ではなく不

定期での実施にとどまりました。 

    ボランティアセンターからの紹介では、今年度地元に居住されている方が、麻雀のボラ

ンティアとして加わりました。 

 

（方針２）「介護の質の向上」 

２－① アセスメント表の更新は、現在のご利用者の心身状態を読み取れるものでなくてはなら

ないので随時更新を行っていきますが、新設の認知症加算の対象に繋がる認知症高齢者

の日常生活自立度の判定基準について、契約当時のままのご利用者が多いため各担当の

ケアマネジャーから情報を収集します。 

実績① アセスメント表については、フェイスシートをアセスメント表と兼用で使用していまし

たが、新たに ADL・IADL の状態を読み取れるシートを作成し、ケアプラン更新時に

記入するようにしました。 
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２－② 認知症対応型での質の向上として、施設内研修枠での認知症のご利用者への対応の研修、

常勤職員を対象として認知症実践者研修・リーダー研修への参加を考えています。 

    また 26 年度デイサービス全体ミーティング内で「りんごくらぶ」のご利用者について、

個別に関わり方の検討を行っていますが 27 年度も継続していきます。 

実績② 施設内研修の認知症の方への介護の研修では、昨年４月～本年２月までの１２回の連続

研修で延べ１５１名が参加しました。常勤対象の東京都認知症介護実践者研修では、新

たに本年２月に１名が受講を修了しました。 

２－③ くもん学習療法では、平成 27 年 3 月現在の該当人数は 22 名と 4 月当初の 30 名と比較

して、8 名減となっています。27 年度はご家族向けに学習療法のお便りの発行とご家

族の見学会を予定しています。 

実績③ 平成 28 年 3 月現在くもん学習の実施人数は 22 人となっていて、27 年当初と比較し、

大きく伸ばすには至りませんでした。学習療法のお便りは 2 回発行しました。 

 

（方針３）「社会貢献」 

３－① 成瀬台小学校・すまいる学童クラブとの交流会、成瀬台中学校の職場体験等、世代を超

えた地域内での交流を継続します。 

また 26 年度に実施されたハワイからのホームステイで来日していた高校生たちとの

交流を、教会とのパイプを絶やさず機会があれば 27 年度も実施したいと考えます。 

実績① 成瀬台小学校内に設置されている「すまいる学童クラブ」は 8 月に約 30 名の児童が来

所し、交流会を持ちました。 

成瀬台中学校からは平成 28 年 1 月に 2 名の男子生徒が体験学習に来所し、送迎を含め

5 日間の体験を行いました。（1 名は熱発のため 2 日間の参加） 

成瀬台小学校からは、2 月に 5 年生が 1 クラスずつ 3 回に分けて来所し、交流を持ちま

した。 

３－② 地域包括ケアの推進において、通所介護での可能な関わり方を検討していきます。地域

の高齢者の方々が可能なボランティアのありかたを考え、元気な高齢者がご利用者をサ

ポートする仕組みの方向を見つけていきたいと考えます。 

実績② デイサービスにかかわるボランティアでは、学習療法にかかわる方と、給茶・麻雀に関

わってくれるボランティアが新たに加わりました。 

    これらのボランティアは全員 65 歳以上の高齢者であり、１人は介護保険の認定を受け

ている方です。介護保険の認定を受けていても何らかの形で、ボランティアとしてデイ

サービスを支援して頂けるのは嬉しく思います。 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間平均

833 897 925 900 825 806 881 838 853 726 804 889 848

730 785 780 785 717 699 766 725 741 628 693 774 735

72 128 147 157 153 160 174 130 136 110 119 129 135

月 火 水 木 金 土 平均

人数(名) 21.1 25 21.7 25.1 25.1 20.1 22.9

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間計 年間平均

人数(名) 21 24 25 24 25 25 24 24 25 21 22 22 282 23.5

増加人数 0 4 1 0 1 0 1 1 1 1 1 0 11 0.9

減少人数 1 1 0 1 0 0 2 1 0 5 0 0 11 0.9

２．H２７年度 個別機能訓練・運動器機能向上加算対象利用者曜日別人数

３．H２７年度 学習療法利用者人数

１．H２７年度 利用者換算人数

一般型通所介護

換算合計

認知症通所介護
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４．Ｈ２7年度 新規・終了利用者数

新規 終了 新規 終了 新規 終了 新規 終了 新規 終了 新規 終了 新規 終了 新規 終了 新規 終了 新規 終了 新規 終了 新規 終了 新規 終了 新規 終了

一般 5 3 4 1 3 2 0 3 0 4 0 2 1 1 1 3 5 2 2 1 3 0 2 2 26 24 2.2 2.0

認知症 1 0 1 0 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 7 1 0.6 0.1

予防 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 5 5 0.4 0.4

合計 7 3 6 2 6 2 0 4 1 4 1 2 2 1 1 4 6 3 2 1 3 1 3 3 38 30 3.2 2.5

５．Ｈ２7年度 研修会参加者数（延べ人数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

施設内研修 11 13 13 21 11 22 10 10 7 8 15 10

施設外研修 0 2 2 1 2 2 1 0 1 2 7 3

行政研修 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0

合計 11 15 15 22 13 24 11 10 9 10 24 13

６．Ｈ２7年度 実習生(体験学習)受入れ及びボランティア活動人数（延べ人数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

北里大学 0 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

町田福祉 0 0 0 0 0 5 20 0 0 0 0 0

成瀬台中学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 5 0

ボランティア 82 92 110 95 92 120 110 95 90 120 90 95

合計 82 95 112 95 92 125 131 95 90 127 95 95

月平均

1,234

合計

151

23

3

177

合計

5

25

7

1,191

6

4月 5月 6月 7月 8月 9月 １0月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間合計

 

 



14 

 

７．H２７年度 収入実績

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間計

デイ １４実績 8,031 8,654 8,074 8,262 7,971 8,567 8,995 7,715 8,458 6,952 7,654 8,093 97,426

１５予算 8,009 8,009 8,009 8,314 8,009 8,009 8,314 7,702 8,009 7,397 7,397 8,313 95,491

１５実績 8,284 8,779 8,697 8,913 8,047 7,347 8,182 7,961 8,248 6,997 7,634 8,309 97,398

対前年比 103.2% 101.4% 107.7% 107.9% 101.0% 85.8% 91.0% 103.2% 97.5% 100.6% 99.7% 102.7% 100.0%

対予算比 103.4% 109.6% 108.6% 107.2% 100.5% 91.7% 98.4% 103.4% 103.0% 94.6% 103.2% 100.0% 102.0%

認知 １４実績 1,955 1,692 1,657 1,594 1,355 1,428 1,102 1,090 1,377 1,133 978 1,058 16,419

１５予算 1,512 1,512 1,512 1,569 1,512 1,512 1,569 1,454 1,512 1,394 1,394 1,569 18,021

１５実績 1,024 1,761 1,835 2,442 2,062 2,047 2,341 1,773 1,834 1,348 1,829 1,816 22,112

対前年比 52.4% 104.1% 110.7% 153.2% 152.2% 143.3% 212.4% 162.7% 133.2% 119.0% 187.0% 171.6% 134.7%

対予算比 67.7% 116.5% 121.4% 155.6% 136.4% 135.4% 149.2% 121.9% 121.3% 96.7% 131.2% 115.7% 122.7%

合計 １４実績 9,986 10,346 9,731 9,856 9,326 9,995 10,097 8,805 9,835 8,085 8,632 9,151 113,845

１５予算 9,521 9,521 9,521 9,883 9,521 9,521 9,883 9,156 9,521 8,791 8,791 9,882 113,512

１５実績 9,308 10,540 10,532 11,355 10,109 9,394 10,523 9,734 10,082 8,345 9,463 10,125 119,510

対前年比 93.2% 101.9% 108.2% 115.2% 108.4% 94.0% 104.2% 110.6% 102.5% 103.2% 109.6% 110.6% 105.0%

対予算比 97.8% 110.7% 110.6% 114.9% 106.2% 98.7% 106.5% 106.3% 105.9% 94.9% 107.6% 102.5% 105.3%
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訪問介護事業部（ヘルパーステーション） 

 

１、事業実績 

（１）訪問介護・介護予防訪問介護（別表１参照） 

 月平均１7０名の利用があり前年度より月約 20 名の利用者減少となった。それに伴い利用時間

も減り、前年度より平均 130 時間減少となった。 

昨年度末にはサービス提供責任者が１名退職し、在籍するサ責が持つ件数が一時的に増えた為、

新規の受け入れが出来なかった事、長期入院からそのまま入所された方・亡くなられる方が続

く月もあり、その利用者の給付を賄うだけの新規依頼が無かった事などが考えられる。 

また、介護予防訪問介護の利用者は総利用者の 1/3 程度だったが、現在は半分以上の利用者と

なり増加している。 

 当事業所は、月１７０名の方に利用いただいている。利用者の人数は減少したが、長時間の通

院付き添いや外出の付き添い等の依頼が多様にあり、様々な要望に臨機応変・柔軟迅速に対応

した。 

ヘルパーの代行活動も日々10～15 件ありスタッフの理解協力を得ながらそのヘルプ活動にも

努めた。 

 

（２）居宅介護・重度訪問介護（別表２参照） 

 重度訪問介護の利用は今年度もなかった。 

居宅介護では、月 60 時間近い御利用の方が入所になり、時間・金額共に大幅な減少となった。 

新規も 3名受け入れしたが、生活援助が多くその部分を補うまでには至らなかった。 

  

 

（３）制度外訪問介護（別表３参照） 

 今年度も特に病院内付添いに多く利用いただき、毎月 10～15 名の御利用があった。 

また、妻や夫の入所先や入院先へのお見舞い付添い、入所された方がご自宅へ一時帰宅される

時の迎え入れ・送り出し等様々な利用があり、利用者数は前年度と変わりはなかった。 

時間数に関しては約 10 時間が介護保険に移行されるケースがあった為減少した。 

 

２、事業総括 

１（方針）利用者に満足していただけるサービスの提供。 

 （実績）施設内研修に、4月 26 名、5月 23 名、６月 23 名、7月 21 名、８月 20 名、  

９月 26 名、10 月 24 名、11 月 25 名、12 月 14 名、1月 18 名、2月 30 名、3月 8名、 

ヘルパーステーション全体研修に 7 月 34 名（熱中症対策）、7 月 29 名（認知症）の参加があ

った。加えて外部研修に、『介護福祉士受験対策講座』『移動・移乗技術研修』 

『家族単位で生活支援する』『介護計画書作成研修』『喀痰吸引研修』等、様々な内容の研修に

参加し、利用者に満足していただけるサービスを提供できるよう努めてきた。 

しかしながら、日々変化する利用者の状況に臨機応変・迅速柔軟に対応する事を優先している

ため、学んだ内容をスタッフ間で共有する時間十分に持つことが出来なかった。 
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２（方針）利用者のニーズに合ったサービスの提供。 

 （実績）利用者の様々な状況やニーズに対応することが出来るよう、登録ヘルパーには施設内

研修に参加することを促し、内勤スタッフは外部研修に参加し専門性を高める努力を行った。 

介護保険では出来ない事は、制度外サービスを利用いただきニーズに合ったサービスに近づける

事が出来る様努めた。 

登録ヘルパーからの『何かいつもと違う』といった発信も取りこぼさない様意識し、ケアマネジ

ャーや家族に対し迅速な対応を取り、大事には至らなかったケース、早期の受診に繋げる事が出

来たケースもあった。ターミナルケアにも積極的に取り組み、関係機関との連携を密に行い、サ

ービス内容の変更や派遣時間・回数の変更等きめ細かく調整し、緊急時や臨時利用にも柔軟に対

応した。結果、看取りをされたご家族方からお礼のお言葉を頂く事が出来た。 

    

３（方針）登録ヘルパーの確保。 

 （実績）3名の新規ヘルパーの登録があったが現在の登録ヘルパーは 46 名で減少した。 

高齢などの理由により退職したり、体調不良、けが等で活動を休むヘルパーもいた。 

利用者の体調が不安定になった時に『自信がない』等の理由で、やむなくヘルパー交代をせざる

を得ない状況もあった。その時の状況に合わせてヘルパー派遣できるよう、必要人数の確保と共

にヘルパーの質の向上にも努めていきたい。 

あと、内勤ヘルパーが年度後半に 4名となったので、今後はサービス提供責任者が１日に５～

６件の代行ヘルプ活動に出る事を少なくするようにしたい。 

       

４（方針）必要書類の整備。 

 （実績）代行ヘルプ活動を優先しているため、訪問介護計画書・経過記録等の書類整備が整っ

ていない現状が慢性化されてきている。 

また、利用者の状況変化に柔軟に対応しているため、書類作成に十分な時間を充てることが出

来なかった。内勤ヘルパーが増員された事で必要書類の整備に充てる時間を作りたい。 

     

５（方針）制度外サービスの見直し（利用料） 

 （実績）3 ケ年 PJ で取り上げ 1 年間かけて検討した結果、同業他社の水準を踏まえ 1 時間あ

たりの料金を 3,600 円から 2,600 円とする大幅な値下げを行った。 

 

全体総括 

上半期はサービス提供責任者の減員により思うように新規の受け入れが出来なかった。昨年の

ように、月１９０名を超える利用者を受け入れる事は、4人のサービス提供責任者が担当するに

は限界があり、結果、昨年度に比べ実績が減少する事になった。12 月に新しくサービス提供責

任者を迎える事ができ、業務を一通り理解できた時には、徐々に新規の受け入れをしていきたい。 

昨年 3月に前主任が退職し、この様な状況の中、登録ヘルパー・内勤スタッフの理解と協力と努

力を頂き、必要な時に必要なサービスの提供を臨機応変・柔軟迅速に行うことができたと思う。 

利用者・ご家族・介護支援専門員や訪問看護師等から感謝の言葉をいただくこともできた。 

利用いただく方は年々高齢になり、認知症の方、また、１人暮らしの利用者も多く、このよう

な状況はこれからも続くことが予想される。今後も臨機応変に対応し、利用者のニーズに合った

そして満足して頂けるサービスを提供していくため関係機関との連携を密に図り、信頼されるサ

ービスが提供出来るよう努めていきたい。 
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２７年度事業実績 

別表１介護保険

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

26年度 192 191 196 195 196 194 193 192 183 179 171 164 2246

27年度 172 169 179 172 165 169 167 167 169 165 160 150 2004

26年度 119 120 122 122 123 123 123 122 113 106 104 102 1399

27年度 104 102 112 108 100 102 100 100 100 93 92 91 1204

26年度 58 52 51 52 54 52 54 54 49 45 46 45 612

27年度 44 43 47 47 54 41 45 46 43 42 42 42 536

26年度 61 68 71 70 69 71 69 68 64 61 58 57 787

27年度 60 69 65 61 46 61 55 54 57 51 50 49 678

26年度 73 71 74 73 73 71 70 70 70 73 67 62 847

27年度 68 67 67 64 65 67 67 67 70 72 68 59 801

26年度 7 7 5 3 3 3 1 4 1 6 5 2 47

27年度 3 7 2 5 0 3 4 5 7 2 1 6 45

26年度 1,817 1,849 1,928 2,045 1,862 1,874 1,881 1,827 1,791 1,671 1,561 1,735 21,841

27年度 1,776 1,795 1,831 1,880 1,675 1,631 1,737 1,610 1,773 1,617 1,536 1,647 20,508

26年度 49 50 51 52 51 52 52 52 48 48 47 46 598

27年度 51 49 50 50 47 47 47 47 46 47 47 46 574

利用者数

要介護者数

法人内ＣＭ

他法人ＣＭ

派遣時間

登録ＨＰ活動

要支援者数

新規利用者数
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別表２障害

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

居宅介護
26年度 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 72

利用者数
27年度 7 7 7 7 6 7 8 8 8 9 9 8 91

重度訪問
26年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者数
27年度 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地域支援
26年度 1 2 1 2 2 2 1 1 1 1 2 2 18

利用者数
27年度 1 1 0 1 1 1 0 0 1 1 0 1 8

26年度 111.5 135 114 141 141 135.5 131.5 143 116.5 110.5 130 125.5 1535

27年度 122.5 132.5 150.5 152 72.5 81.5 87.5 97.5 95 88.5 101 100.5 1281.5

別表３制度外

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

26年度 90.5 94.5 79.5 74 79 79 82.5 68.5 73.5 72.6 62 16 871.6

27年度 19.5 17 30 32 46 49.5 56 52.5 46.5 38 54.5 38.5 480

26年度 10 11 7 15 17 13 11 13 12 15 10 8 142

27年度 12 8 10 11 12 11 10 14 14 11 18 13 144

別表４収入合計

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

26年度 7,525 7,737 7,934 8,189 8,383 7,805 8,198 7,523 7,103 6,877 6,135 6,886 90,295

27年度 8,379 6,283 8,017 7,982 6,808 6,491 7,334 6,629 7,184 6,176 6,987 6,483 84,753

単位：千円

実習生受入数
北里大学医学部２年生　６名
町田福祉保育専門学校生　６名

派遣時間

派遣時間

利用者数

総収入

 



19 

 

居宅介護支援事業所（ケアマネジメントセンター） 

１．活動方針 

ご利用者のご希望や状態をふまえ、不安を軽減し、望まれる生活が送られるよう、新たなつな

がりや生きがいを生活の中に見つけていただけるようなケアプラン作りや関わりをこころがけ

ていきます。そのために、職員は常に専門知識を学び、必要な情報の収集等をし、より良質で効

果的なケアマネジメントを行うことで、ご利用者やご家族の気持ちの支えとなれるような事業所

作りをめざします。 

さらに、事業の運営にあたっては、平成２７年４月の介護保険法改正に対応し、基準を遵守し、

サービスの質を継続していきます。職員間での状況の把握や意思疎通、連携を目指し、担当職員

不在時や急な場合でもご利用者からの問い合わせに対し適切に対応できることによって、ご利用

者に安心していただけるように引き続き取り組んでいきます。 

 

（実績） 

４月の制度改正の研修会への参加や、法令をミーティング等で確認するなどし、大きな混乱や、

利用者に迷惑をかけることなく、給付管理業務やサービスの調整をすることができた。 

研修等で専門知識を学び、一定のケアマネジメントを行うことで利用者、家族を事業所として

支えていくことが少なからずできた。また、朝礼やミーティング等で情報を共有し、担当職員が

不在でも適切に対応ができました。 

  

２．具体的な取り組み等 

（１） 研修計画について 

① 職員一人が代表で参加する場合の外部研修については、重要なテーマについては部署内

ミーティングなどで時間をとり、十分共有し、理解を深めていくようにします。 

② 新任職員に対しての研修（新任職員があった場合） 

◇オリエンテーション 

◇法令や基準について 

◇ケアマネジメントについて 

◇管理者及び現任職員のご利用者訪問に同行 

◇地域の社会資源についての理解、サービス事業所や医療機関の訪問 

◇東京都介護支援専門員基礎研修(ケアマネ新任の場合) 

◇その他、現任職員と同様の外部研修等 

◇管理者との面談（着任後１・３・６か月） 

③ 町田市ケアマネジャー連絡会に出席し、継続して研鑽の機会を持ちます。また平成２７

年度の法改正の動向をつかめるようにしていきます。 

④ 管理者については施設内リーダー研修に参加し、リーダーとしての力をつけ業務に還元

できるようにしていきます。 

⑤ 町田市介護人材開発センター主催の研修や医療・介護連携の研修についても随時参加し

ていきます。 

⑥ 支援センター主催の事例検討会などにも出席し、依頼があれば事例の発表など積極的に

協力し、研鑽に努めていきます。また地域ケア会議などにもできるだけ参加し、地域の

専門職や住民の方との連携を広げていきます。 

⑦ 主任ケアマネジャーが「ケアプラン応援事業」や「まちだ安心して暮らせるプロジェク
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ト」、その他も協力要請のあった事業についても協力していきます。 

⑧ 平成２７年４月の介護保険法の改正に伴い、随時情報収集に努め、全員で共有し、適切

なケアマネジメントの業務を遂行していけるようにします。 

 

（実績） 

代表参加の研修については参加者からの報告をミーティングにて共有しました。 

 地域ケア会議などもできるだけ参加し、地域の関連機関等との連携に努めるとともに、他法人

の委託になった支援センター主催の福祉フェアの運営の協力などをしました。 

管理者については施設内のリーダー研修や東社協の研修に参加をしたので、今後の業務に還元

できるようにしていきます。 

 ケアマネジャー連絡会に継続して参加し、法改正や最新のケアマネジメントに関する動向など

の研鑽に努めました。 

 主任ケアマネジャーの研修への参加や応援事業、協力要請のあったことについては業務を調整

し、協力に努めました。 

 新任職員が上半期後半に入職しましたのでオリエンテーション、部署内の同行訪問や研修等行

い、ケアマネ業務と担当利用者の引き継ぎを滞りなく行うことができました。 

 

（２） 安全・情報管理面と書式の修正、改定について 

個人情報の保護については、特に書類の送達先、ＦＡＸの誤送信、個人資料の置き忘れ防止な

どに注意するため手順の振り返りを行い、日々、気づき事項があれば全員で分析し、手順書の作

成により自らチェックできるようにします。 

また、定期的に書類整理の時間を設け不要な書類の処分や必要な情報もわかりやすく保管して

いけるようにします。 

書式についてはアセスメント表など一部、修正が必要なものもあるので実情にあったもので業

務の効率化も図れる書式に検討の上、改定していきます。 

    

（実績） 

 ご家族から充分なご了解をいただかないうちに、個人情報を事業所に伝えてしまうことがあり、

その後の当事業所での対応も後手になり大きな苦情に発展したケースがありました。再発防止の

為、ミーティングにて個人情報保護の確認を行い、書面の取り交わしだけではなく、使用の際に

は利用者、家族への具体的な説明が必要なことを確認し、取り扱いについて十分に気をつけるよ

う互いに注意喚起をした。 

 ６月に保管期限を過ぎた書類をまとめ、信頼できる業者に依頼して多量に廃棄をしました。 

 

（３） 職員間の連携 

今年度も職員間での情報の共有、意思疎通、一体感の醸成に努め、迅速、的確な利用者対応を

めざします。この点については平成２３年度の第三者評価においても良い点として評価があり、

担当職員が不在時でもできるかぎり的確なご利用者対応ができるように職員間での状況の把握

を常に心がけ、風通しのよい職場づくりをしていきます。 

毎朝のミーティング、毎週の定例部署内会議、執務中の情報交換、業務日誌等を活用します。 

    

（実績） 

朝礼やミーティング等で情報を共有し、担当職員が不在でも適切に対応ができました。 
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（４） ケアマネジメント業務の見直し、質の向上について 

他の職員の利用者台帳を毎月２～３件ずつお互いに交換してチェックし、部内においてセルフ

チェック体制を継続していきます。さらに、新規利用者や対応が難しいケースに管理者や主任ケ

ママネが他の職員の訪問に同行し、必要に応じてアドバイスするなど、お互いの業務を見直し、

業務の質の向上に努めていきます。 

ご利用者、ご家族や他事業所との間に情報連携などにおいて不備があった場合も積極的にヒヤ

リハット報告や事故報告を活用し、振り返ることによって、再発予防に努めていきます。 

また、ご利用者からの少しのご不満がトラブルに発展しないよう、必要なケースについては早

めに管理者による訪問も実施し、ご利用者と担当職員との間を調整します。苦情や事故に発展し

た場合においても真摯に受け止め、適切な改善につなげていきます。 

 

（実績） 

新任ケアマネの研修も兼ねて、同行訪問等を実施するなどしました。 

ヒヤリハットについては提出件数がほとんどなかったので、もう少し積極的な活用が必要でした。

リスクマネジメント委員会の内容についてみーティングにて報告、共有をしました。 

台帳チェックについては本来業務が多忙で、２～３ヶ月に１回程度となりました。 

 

（５）サービス終了後のフォロー 

施設入所などでサービスが終了した際にも少なくとも１回は電話等で状況を把握し、その後に

問題が起きていないかなど確認をします。 

     

（実績） 

必要に応じて入所後のご様子などを確認しました。 

 

（６）事業所・法人パンフレットの活用 

部署のパンフレットを改定し、ご利用者や関連の事業所、ご利用者や連携の多い医療機関、地域

包括支援センターなどへお配りし、地域により貢献していけるように広めていきます。 

また、法人全体のパンフレットも活用していきます。 

 

（実績） 

事業所パンフレットを更新し、近隣の支援センターは医療機関などに配布し、連携をとるよう

に努めました。 

  

（７）特定事業所加算とケアプラン数について 

平成２６年まで特定事業所加算Ⅱ（３００単位）の加算取得事業所として運営をしてきました

が、新たに平成２７年に改正される特定事業所Ⅱ（４００単位）の加算取得事業所として運営し

ていきます。従来より、厳しくなった基準を遵守しつつ、また、サービスの質を確保するため「居

宅介護支援費Ⅰ」の範囲でご利用者をお受けします。 

常勤換算１人あたり３５件程度を目標とし、職員により件数の開きで負荷にばらつきがないよ

う、毎月部署内会議にてご利用者の動向やプラン件数を確認していきます。認定調査についても

同様に本来業務に支障のない範囲でうけていきます。 

また、平成２７年度より障害者総合支援法による相談支援事業者（障がい者のケアマネジメン

ト・２６年度に１名研修修了済み）の指定を受け、事業を開始することとなっていましたが、先
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に述べた介護保険事業の特定事業所加算Ⅱの運営（人員配置 主任ケアマネ１名 常勤３名）基

準を優先するため、年度当初からの開設は見送ることとします。先々人員体制等が整った際には

実施を検討していき、高齢者の分野だけでなく、新たな分野での地域貢献もしていきたいと考え

ています。 

業務分担表を作成し、全体業務の把握、職員の担当業務を明らかにすることで効率的でむだの

ない業務につなげ、職員間で補完的な関係をつくることで事業所の質が継続的に保てるようにし

ていきます。 

  

実績（今年度全体の総括） 

本年度より新設（単位変更）された特定事業所加算Ⅱ（４００単位）の人員基準等を満たし、

継続して加算報酬を算定することはでき、昨年度から比較して、ケアプラン１件あたりの増収に

つながりました。より厳しくなった基準の遵守も行いつつ、ケアマネジャー１人ひとりが親切に

利用者、ご家族の相談にのり、事業所等との連携やサービスの調整等行い、一定のケアマネジメ

ントの質は確保することができました。 

そのことについては他事業所からしっかりとアセスメントや情報提供をしていると評価をし

ていただいたことがありました。また、以前担当していた利用者のご家族からご身内の方のケア

プランの依頼があるなど信頼をしていただいています。 

 ケアプランの件数については、予防プランの増加による業務の煩雑化やケアマネ職員の入退職

もあったことから、業務の引き継ぎ等もあり、年度途中で新規利用者を受けづらい状況になった

ことと、本年度も年末年始など冬季にかけて体調を崩す利用者などで入院、入所もあり、新規利

用者受けても思うように全体の件数は増えませんでした。通年平均では常勤換算１人あたり約３

３件（予防プランは０．５件と換算）となっています。認定調査については本来業務を優先する

為、年度途中からは見合わせています。 

事務業務をほぼ自部署内で行うことの負担も大きいことから、業務の見直しと検討を行い、年

度内に一部業務を総務管理課に依頼し、部署内での業務分担の見直しなども現状で可能な範囲で

実施していますが、大幅な負担軽減と効率化は図れませんでした。 

 昨年３月末に支援センター業務が法人で終了し、昨年７月に成瀬台から支援センターがなくな

りましたが、引き続き成瀬台地域を中心に相談で来所される方もおられましたので、介護認定申

請の代行や初期的な相談にのり、支援センターのご案内や引き継ぎ等も行いましたが、本来業務

もあり、十分にお話を伺えないこともありました。 

また、要支援の方のご相談にのるとともに、依頼があれば、予防プランの担当をするなど、支

援センターがなくなった後も、ケアセンター成瀬が地域の方のお役にたてるように努めました。 

要介護の方についても引き続き、支援センターからの急な依頼や、関わりの困難なケース等も

できる限り担当し、他事業所から様々な理由で担当が難しくなったケースを引き継ぐなど、地域

で信頼されるケアマネジメントセンターとしての役割を担っています。 
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平成２７年度ケアプラン作成実績 （件数）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
介護１．２ 106 106 108 102 104 100 101 102 97 97 99 105 1,227
介護３．４．５ 56 58 62 62 62 62 59 58 56 59 57 55 706
特定事業所（Ⅱ） 162 164 170 164 166 162 160 160 153 156 156 160 1,933
初回 9 5 8 1 5 6 2 5 6 5 4 9 65
入院時情報連携Ⅰ 1 2 0 1 0 0 1 2 0 1 0 0 8
入院時情報連携Ⅱ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2
退院・退所 2 0 0 0 2 0 1 1 0 0 3 1 10
小規模多機能連携 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
複合型サービス連携 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
緊急時居宅カンファ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
減算・返戻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
合計 162 164 170 164 166 162 160 160 153 156 156 160 1,933
予防プラン 2 5 8 10 12 12 14 14 16 16 15 18 142
予防プラン初回 0 1 0 2 2 0 0 1 1 1 0 2 10
認定調査 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

平成２７年度ケアマネジメントセンター収入実績 （金額：千円）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
介護１．２ 1,220 1,220 1,243 1,174 1,197 1,151 1,163 1,174 1,117 1,117 1,140 1,209 14,125
介護３．４．５ 837 867 927 927 927 927 882 867 837 882 852 822 10,554
特定事業所（Ⅱ） 716 725 751 725 734 716 707 707 676 690 690 707 8,544
初回 30 17 27 3 17 20 7 16 20 16 13 30 216
入院時情報連携Ⅰ 2 4 0 2 0 0 2 5 0 2 0 0 17
入院時情報連携Ⅱ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2
退院・退所 7 0 0 0 7 0 3 3 0 0 10 3 33
小規模多機能連携 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
複合型サービス連携 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
緊急時居宅カンファ 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
減算・返戻 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
予防プラン 9 21 34 43 51 51 60 60 68 68 64 77 606
予防プラン初回 0 3 0 6 6 0 0 3 3 3 0 6 30
認定調査 9 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17
合計 2,821 2,857 2,982 2,874 2,933 2,865 2,824 2,832 2,718 2,778 2,770 2,854 34,146

基本

加算

基本

加算
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看護グループ 

 

【基本理念】 

  看護師は、福祉サービスの基本理念である「個人の尊厳の保持を旨とし、ご利用者が 

心身ともに健やかに過ごされ、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができる 

よう支援すること」を踏まえた上で①ご利用者の健康状態を把握し、異常の早期発見に努める 

②ご利用者の潜在能力を発見し、生活の中で楽しみを見出せるよう援助を行う③居心地のよい 

環境作りに努める④ご利用者に対し、明るく・親切・丁寧・わかりやすい対応を心がける、 

以上のことを大切にし、介護・看護で相互協力しより良い施設運営を目指します。 

 さらに、当施設の理念である「共にささえ合い、共に生きる」を実現できるよう、部署内だ 

けではなく、他部署との協力を意識していきます。 

 

【事業総括】 

 ・人員体制は、常勤 1 名、非常勤 4 名がおり、入退職はなく安定しています。 

  特養のご入居者の重度化、医療依存度の上昇、看取りケアの実践の対応として 1 年間すべ

ての日曜日に看護師を配置し対応できました。また、特養オンコール体制を見直し、1 名の

メインオンコール対応者の他に、看護主任がサブ.オンコールを常時携帯し、相談に対応し、

看護師体制としては、看取りケア実施が開始できる状態となっています。 

・デイサービスでは、看護 G は医療的な内容を中心に、相談員・ケアマネジャーと多職種連

携を心がけていますが上半期はご利用者増員に対応が追われ、医療リスクのあるご利用者の 

 アセスメントが不十分だった時もあります。今後も特に認知症のご利用者やご家族の協力が

得られにくい利用者のサポートも意識しています。 

 ・特養では、H27.4 月・H27.12 月に出た空床に対してショート利用、本入居がありました。 

  特に 4 月にご逝去されたご入居者のケアについては、介護職と密に連携して実践してきま

したが、医療情報の情報共有に差が生じ、今後の課題としています。 

  さらに、12 月に入院されたご入居者の退院後受け入れに際し、経管栄養中の状態でしたが、

初のケースとして受け入れる方向で各方面と調整し、実際には 2 月に受け入れ、短期間で

はありましたが、医療・介護と連携し、特養でのケアを実現しました。 

また、介護職員の人員不足が続き、介護のサポートを常時実施しています。 

  医療依存度重度化の対応・看取りケア実践のために多職種連携を意識したケアを目標と 

  していますが、人員不足の影響もあり、十分な打ち合わせや研修が実施出来ず、課題として 

  継続中です。 

  3 か年計画における看取りケア実践のために、看取りケアマニュアルの作成に積極的に協力  

  し、11 月に完成しました。職員・ご家族向けの研修計画が、特養の人員不足により滞って

いますが、少しずつでも研修を実施していけるよう計画中です。 

  その途中段階ですが、2 月に経管栄養で受け入れた入居者が、体調不良により、各方面と調

整の上、初の看取りケア対象者として、ケアを開始しました。（後、H28.4 月にご逝去され

るまで、看取りケアを実現出来ました） 
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【基本計画】 

 １デイサービスご利用者の健康管理を実施します。 

   在宅医療現場を取り巻く状況が、より深刻になっていますので、看護師として、医療的に

リスクの高い状態を少しでも改善出来るよう、アセスメントを実施し、家族・介護職への

良いアドバイザーとなれるよう努めます。 

（計画）（１）医療依存度の高い利用者がより安定的に利用できるよう、施設内職員だけでな   

く、他の事業所と多職種連携を意識し、情報交換やプランの提案を実施します。 

（実績）  デイサービス中の時間帯のみならず、在宅生活全般が少しでも安定出来る様に 

      広域にケアを検討しながら、多職種連携を図る努力をしましたが、独居・老々介護・ 

      認知症のご家族が介護しているなど、在宅介護を取り巻く環境が益々厳しくなって

おり、計画通りにはいかないケースも多々ありました。 

（計画）（２）認知症対応型デイサービスの充実に向けて、医療情報のアセスメントを行い、よ  

      り個別性のあるサービスになるよう協力します。 

（実績）  認知症がある利用者はご本人から正確に情報収集が出来ないため、他者からの情報

確認が必要になります。ご家族との連絡ノートが作成され、ノートの利用やご家族、

ケアマネジャー・ヘルパーとの情報交換により、必要な医療管理を実施しました。 

（計画）（３）機能訓練指導員の不在時は、代行して機能訓練を実施します。 

      機能訓練指導員と相談し、より在宅ケアを意識したプランの提案をしていきます。 

（実績）  H26 年 6 月までは機能訓練指導員が 1 名体制だったため、休日の代行として機能

訓練を実施しています。7 月から非常勤の指導員も増員され、代行業務は減少し、

4 月の介護保険法改正に伴う機能訓練を実施するため、医療リスク情報の提供を中

心に関わりました。 

  

２特養ご入居者の健康管理を実施します。 

   医療的なリスクマネジメントを実施し、細やかな健康管理を心がけ、体調の安定を図りま

すが、今後いつかはターミナル期に入るご入居者に対して看取りケアを実施していく体制

作りに協力していきます。 

（計画）（１）ご入居者の医療情報のアセスメントをナース間で共有・協議しながら、予測でき

るリスクに対して、より予防的なケアをチームスタッフと共に実施していきます。 

（実績）  日々のケアの中で得た情報や多職種からの情報をできるだけ共有しながら、医療的

に統一した見解でケアする事、予測できる異常に予防効果を上げる事に努力しまし

た。体調不良時の対応を迅速に行い、夜間ご入居者や介護職が不安にならないよう

予測指示を出すようにした結果、夜間の介護職からのオンコールが減少しました。 

      また、個別ケアの確立のため、医療面を中心に専門職としてケアプラン・２４H

シートの作成を検討し、実施してきました。 

（計画）（２）看取りケア指針作成や職員研修にチームの一員として協力していきます。 

（実績）  看取りケア指針が完成し、その後マニュアル作成を看護 G が中心となり作成した 

      結果、11 月に完成させる事が出来ました。 

      12 月に職員向けの初回の研修が実施され、3 月にはご家族に対しての説明会が実

施され医療面の説明をしました。職員研修は、今後 H28 年度に定期的に実施する

ためにサポートしていきます。 

      総括にて述べたように、3 月には、ご家族のご理解を得られ、初の看取りケア実施

を開始しました。看取りケアのマニュアルを現場に浸透できるよう協力し、 
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      ご家族・他職種との連携を意識しながら、最期まで実施する事が出来ました。 

（計画）（３）医療依存度の高いご入居者のケアや看取りケアの実施に向けて、看護体制を見直

し、ご入居者・介護職員が安心できる体制作りを提供します。 

（実績）  H26.12 月から看護師の日曜日勤務を試験的に開始、さらに H27.3 月から全看護師

がオンコールを実施し、看護主任がサブオンコールを毎日実施する事でより安定し

た体制を提供する事が出来ました。 

      2 月に初の経管栄養実施中の入居者（以前からのご入居者が退院後）を受け入れ、

そのマニュアル作成や運用、介護職の指導を実施しました。 

痰吸引のマニュアルを施設長と作成し、介護職員の痰吸引実施に向けての整備を 

      行い、実際に看取りケアのご入居者に実施しました。 

 

３施設内の教育に協力します。 

（計画）施設内全体研修や各部署の勉強会を随時実施します。 

（実績）特養においてミニ研修を６回（同じ内容を 2 回ずつ） 

    施設全体で新人研修を 1 回 

    特養嘱託医と看護師の合同勉強会を 1 回実施しました。 
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総務管理課（法人本部事務局） 

1、経理業務 

 

 昨年度より経理担当新規職員が入社し、新たな体制のもと安定的な体制が確立できつつありま

す。今年度引き続き同体制の維持及び向上を図っていきます。 

（計画） 

⑴ 平成２６年度決算業務 

⑵ 会計監査、資産登記変更手続き 

⑶ 平成２７年度最終補正予算 

⑷ 平成２８年度当初予算作成 

⑸ 起票処理 

⑹ 小口現金管理 

⑺ 各種台帳作成 

 

（実績） 

⑴ ４、５月…決算業務手続き及び、監事監査、資産変更手続き 

⑵ ７月…第一次補正予算 

⑶ 11 月…第二次補正予算 

⑷ ３月…第三次補正予算 

⑸ ３月…平成２８年度当初予算作成 

  

今年度は予実管理等、経理体制の向上の為、前年以上に月次データを早期に完成、同データを

元に会計責任者、経理担当者を含めたミーティングを開催し、また収支実績をみながら３回の補

正予算編成を行いました。 

 

2、給与、労務管理業務 

（計画） 

⑴ 年末調整・・・12 月 

⑵ 支払調書、法定調書の作成提出・・・1 月 

⑶ 職員定期健康診断等の実施・・・6 月 

（夜勤業務従事者については、6、2 月 年２回の実施） 

職員インフルエンザ予防接種・・・11 月より実施。 

⑷ 社会保険加入手続き（随時） 

⑸ 月次勤務表作成 

 

（実績） 

⑴ 年末調整・・・12 月 

⑵ 支払調書、法定調書の作成提出・・・1 月 

⑶ 職員定期健康診断等の実施 

職員定期健康診断・・・6～8 月 

（夜勤業務従事者については、6、3 月 年２回の実施） 

職員インフルエンザ予防接種・・・11 月より実施。 
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⑷ 社会保険加入手続き（随時） 

⑸ 月次勤務表作成 

⑹ 各種社会保険給付関係手続き 

⑺ マイナンバー制度、ストレスチェック制度開始に伴う就業規則の変更 

 

 平成２８年１月開始されるマイナンバー制度の実施に向けて、関係セミナー・研修会へ積極的

（上半期で計３回）に参加し、準備を進めてきました。また平成２７年１０月から通知カードの

配付に先立ち、職員に向けての説明資料の配布、ポスター等の掲示による周知、更に全体会議で

の説明会を開催しました。 

 また、平成２７年１２月よりストレスチェック制度が開始し、平成２８年１１月までの実施に

向けて、衛生委員会にて今後の同制度への対応について検討を開始しました。 

 以上を反映した就業規則の変更を行いました。 

 

３、３ヶ年プロジェクト関係 

（計画） 

①リーダー職員に対するマネジメント基礎研修の実施 

②チューター制の検討、階層別研修の試行的実施 

③新規顧客獲得を意識した広報活動の拡大 

④人事考課制度の再検討 

⑤職務分掌表の作成 

⑥各種会議体の見直しと実施 

⑦特養介護職員と医療職員の安定的確保 

⑧新卒学生採用検討と採用活動の実施 

⑨ボランティアコーディネーターの設置検討 

⑩各種物品調達経費・光熱水費低減活動 

⑪既存建物設備に関する中長期計画の作成。 

 

（実績） 

①リーダー職員研修の実施…4/30、5/28、6/25、7/30、8/27、9/24、10/29、11/28、1/28（以上

計 9 回実施） 

④人事考課制度の再検討…８月度管理者会議にて協議し検討を開始し、更に１、２月の管理者会

議において検討会を重ね、３月より改正後のフォーマットにより人事考課を実施致しました。 

 また、2 月には、主任以上の考課者向けに考課者研修会を実施しました。 

⑤職務分掌表の作成…素案を作成。 

⑨ 新卒学生採用検討と採用活動の実施…介護専門学校から新卒者１名を採用できた。 

⑩ 各種物品調達経費・光熱水費低減活動…コピー機カウンター料については、前年比約２

４％の削減、光熱水費については、電気料、ガス料、水道料についてそれぞれ、前年比

約１５％、２４％、０．１％の削減。合計で約１３％の削減となりました。 

 

その他、３ヶ年計画「社会貢献」の中で計画していました、「災害時対策」の一環として、８月

には東玉川学園・玉川学園・成瀬台の地域防災訓練に参加しました。 

その他３ヶ年計画については、一部年度内に着手できなかった項目があったのは反省点ですが、

次年度引き続き着手していきます。 
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４、ケアセンター成瀬創設２０周年記念イベントの実施に向けての準備と開催 

 平成２８年は平成８年４月にケアセンター成瀬が開設してから丸２０年を迎える節目の年と

なります。本施設のこれまでの様々な活動を振り返るとともに、新たなる事業展開を展望するた

めに、２０周年記念イベントの開催を企画しました。７月より開催にあたってのプロジェクト委

員会を結成し、複数の会議を重ね、３月１３日（日）にホテル ザ・エルシィ町田にて、午前中

に式典、午後に懇親会という２部構成のプログラムで盛大なイベントを開催いたしました。 

 

（総括） 

今年度は振り返ると大きく３つのポイントがありました。一つ目はマイナンバー制度、ストレ

スチェック制度といった新たな制度に向けての準備等手続き。二つ目は、スタッフの入れ替わり。

３つ目は、受付レイアウトなどハード面及び業務手続きの見直し、変更です。 

 最初のマイナンバー制度等に伴う事項については、関係セミナー・研修会に出席し準備を進め

てきました。部署内でのミーティングを繰り返し、全職員に向けては、制度開始に関するポスタ

ーの掲示や関係資料の配布、また全体会議にて説明会を実施し周知を行いました。重要な情報の

取扱になるのでポイントを押さえながら進めて参りました。また下半期にはストレスチェック制

度の開始に伴う事務手続き、準備に着手しました。 

２点目の人員については、上半期に新たに給与担当スタッフの採用が決まりました。下半期に

は経理担当スタッフの退職、入職がありました。スタッフの入れ替わりにおいては業務上のパフ

ォーマンスの低下が発生しがちです。その為、今回はそのことを意識的して着手したこともあっ

てか、良いスタッフにも恵まれ、低下も最小限に、業務改善の契機となりました。 

 最後に業務の見直し等です。先ずは受付体制です。昨年度高齢者支援センター事業が終了した

こともあり、来所者数が大幅に減りました。しかし少なくなった来所者へも十分な受付対応に資

するよう、サービス業として窓口・受付業務の見直しに着手しました。期中には複数の他法人の

見学に行き参考とし、部署内で検討を重ねました。結果、受付周辺のレイアウトを大幅に変更し、

受付業務の見直しも図り、来所者にとっても明るい、オープンな空間に変更しました。 

また３ヶ年計画で掲げている「働きやすい職場づくり」、「部門間交流の促進」にも取り組みま

した。まずは会議室を昼食時間帯に積極的に利用するよう呼びかけ、その為コーヒーサーバー設

置の検討、テスト導入を行いました。現場職員のモチベーションを少しでも高めることによって、

スタッフがより良いサービスを提供できるための工夫です。いずれも、確実に、またすぐに効果

がでるものではありませんが、これまで十分にできていなかった分野でもあるので、引き続き試

行錯誤しながらも押し進めていきたいと思います。 

 １年を通して、課内職員の入退職が複数あり、引継等に追われる状況もありましたが、従前の

方法にとらわれず、より良い職場環境を作り上げていくのに前向きに常に変化を意識しながら努

めた一年でありました。 

 次年度も引き続き、総務部門一丸となって法人を精力的に下支え、また牽引していくよう尽力

していきたいと思います。 
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諸会議 

理事会
開催日 議　題　他

5月21日

就業規則及び賃金規程変更の件

介護職員以外の契約職員に対する賞与支給の件

ケアセンター成瀬開設２０周年記念式典の件

7月29日 高齢者支援センター事業に関する公募対応の件

11月28日 ２７年度上半期事業総括の件

２０周年記念イベントPJ進捗状況の件

ビジネスフォン等の通信設備更新の件

デイサービス送迎車輌リース契約の件

２７年度第二次補正予算の件

特定個人情報取扱規程整備の件

就業規則変更の件

育児短時間勤務制度運用方法の件

2月21日 町田市法人指導検査結果の件

旧高齢者支援センタースペースの件

デイサービス送迎車輌リース契約の件

正職員に対する年度末賞与支給の件

オーナー整備型入居事業新設計画の件

3月24日 ２７年度事業総括の件

２７年度最終補正予算の件

２８年度事業計画の件

給食業務委託契約締結の件

２８年度当初予算の件

３カ年計画２年目総括ＰＪの件

社会福祉法人制度改革の件

寄付金募集の件

NPOアップルサービス使用車輌の件

３カ年計画見直しに関する結果報告の件

開設２０周年記念イベントＰＪメンバーの件

２７年度第１四半期事業総括の件

２７年度第１次補正予算の件

２６年度事業報告の件

２６年度決算報告の件

３カ年計画見直しに関する経過報告の件

定款変更の件

経理規定変更の件
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評議員会
開催日 議　題　他

5月21日

就業規則及び賃金規程変更の件

介護職員以外の契約職員に対する賞与支給の件

ケアセンター成瀬開設２０周年記念式典の件

7月29日 高齢者支援センター事業に関する公募対応の件

11月28日 ２７年度上半期事業総括の件

２０周年記念イベントPJ進捗状況の件

ビジネスフォン等の通信設備更新の件

デイサービス送迎車輌リース契約の件

２７年度第二次補正予算の件

特定個人情報取扱規程整備の件

就業規則変更の件

育児短時間勤務制度運用方法の件

2月21日 町田市法人指導検査結果の件

旧高齢者支援センタースペースの件

デイサービス送迎車輌リース契約の件

正職員に対する年度末賞与支給の件

オーナー整備型入居事業新設計画の件

3月24日 ２７年度事業総括の件

２７年度最終補正予算の件

２８年度事業計画の件

給食業務委託契約締結の件

２８年度当初予算の件

３カ年計画２年目総括ＰＪの件

社会福祉法人制度改革の件

２６年度事業報告の件

２６年度決算報告の件

３カ年計画見直しに関する結果報告の件

開設２０周年記念イベントＰＪメンバーの件

２７年度第１四半期事業総括の件

寄付金募集の件

２７年度第１次補正予算の件

NPOアップルサービス使用車輌の件

３カ年計画見直しに関する経過報告の件

定款変更の件

経理規定変更の件
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管理者会議－１
開催日 議　題　他

4月28日

5月28日

6月26日

7月29日

・マイナンバー制度について

8月29日

・3月度収支報告

・26年度事業報告書作成のための資料提出について

・26年度人事考課結果について

・職場体験受け入れ事業者登録について

・個人情報取り扱いに関する苦情について

・重要事項説明書について

・ケアセンター成瀬住民の会27年度行事計画について

・北里医学部学生実習(前半)について

・デイサービス実地指導結果について

・メールチェックについて

・平成26年度決算・4月度収支状況報告

・重要事項契約初頭更新状況について

・デイサービス介護報酬一部返還について

・一般型デイサービス定員変更について

・ヘルパーステーションサービス定員変更について

・就業規則及び賃金規定変更について

・5月度収支報告

・27年度事業計画に関する第一四半期総括提出依頼について

・一般デイサービス定員変更について

・安全運転検査について

・アクティブ福祉in町田発表者について

・苦情対応について

・東京都介護職員キャリアパス導入促進事業について

・特養の新加算算定について

・道路交通法改正について

・マイナンバーについて

・北里大学医学部実習生受け入れについて

・重要事項契約書等更新状況について

・6月度収支報告

・アクティブ福祉in町田発表者について

・20周年記念イベントPJ実施について

第1四半期事業総括

・総務管理課人員体制について

・ベトナム視察報告について

・27年度人事考課スケジュールについて

・Windows10アップグレードについて

・8月からの制度改正に伴う事務手続きについて

・労務管理関係書式変更について

・ケアマネジメントセンター運営体制について

・特養マイナンバー制度について

・人事考課制度に関する見直しについて

・アクティブ福祉in町田発表者について

・7月度収支報告

・タイムレコーダー設定内容変更について
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管理者会議－２
開催日 議　題　他

9月29日

10月29日

11月26日

12月24日

1月28日

・8月度収支報告

・インフルエンザ予防接種について

・公共交通機関利用者に対する通勤定期券購入確認について

・9月度収支報告

・年末調整の件

・ビジネスフォン更新の件

・総務管理課の運営体制の件

・27年度上半期事業総括提出依頼について

・27年度下半期の非常勤職員労働条件通知書の配布について

・ケアマネジメントセンター運営体制について

・9/30全体会議について

・年末年始営業日について

・介護福祉士国家受験費用助成について

・福祉ﾌｪｱ協力依頼について(10/8実施)

・ストレス対策の案内について

・ヘルパーステーション運営体制の件

・年賀状発送リスト最終確認の件

・インフルエンザワクチン接種状況等の件

・特別養護老人ホームの現状について

・２７年度上半期事業総括の件

・上半期人事考課の件

・１１月８日開催「ケアセンター成瀬まつり」の必要人員について

・年賀状発送先確認の件

・「アクティブ福祉in町田」当日の全体交流会について

・第２次補正予算

・町田市による法人実施検査結果の件

・日本財団福祉車両の件

・インフルエンザワクチン職員接種状況の件

・特定個人情報取扱規程整備の件

・ストレスチェック制度の件

・12月度収支報告

・デイサービス鍋週間

・デイサービスでのホットパックの取扱の件

・２０周年記念イベント当日の出勤体制の件

・運転適性検査の件

・労働者代表候補者の件ｎ（３６協定）

・有給休暇申請書の取扱について

・２月の公休に関する取扱について

・通勤交通費ガソリン単価変更の件

・総務管理課運営体制の件

・人事考課制度について

・東社協リーダー研修参加報告

・１１月度収支報告

・就業規則変更の件

・育児短時間制度運用の方法の件

・第１９回ケアセンター成瀬まつり収支報告等

・ボランティア親睦会での活動紹介について

・各種設備の修繕対応について

・２８年度事業計画策定用資料の提出依頼について

・全体忘年会の件

・10月度収支報告
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管理者会議－3
開催日 議　題　他

2月26日

3月29日

全体会議
開催日 議　題　他

9月30日 理事長・施設長より ・H2７年度上半期実績報告 

・経費節減への協力のお願い

・支援センター事業終了及び、介護報酬改定の収支への影響について

・創和会の経営環境の今後など

・各部署管理職より

・質疑応答

・南第３支援センターより

・マイナンバー制度について

3月31日 理事長・施設長より ・２０周年記念行事概要報告

・各部門の管理者より

・２７年度の事業実績等

・介護職員処遇改善手当の支給について

・２８年度の処遇について

・新年度の人事異動

・２８年度以降の新規事業について

・その他・質疑応答

・避難訓練実施の件

・平成２８年度事業計画、当初予算の件

・３ヶ年計画２年目総括ＰＪの件

・訪問介護制度外サービス価格改定の件

・人事考課検討会議

・新人職員研修の件

・事業計画及び予算調整の件

・人事考課制度の件

・2月度収支報告

・３６協定労働者代表選出結果の件

・労働条件通知書配付の件

・４月からの特養運営体制の件

・デイサービス、キャンセル料の取扱について

・1月度収支報告

・２０周年記念イベント当日の件

・キュービクル点検に伴う全館停電の件

・３６協定労働者代表の件

・屋外自動販売機入れ替えの件

・避難訓練実施の件

・特別養護老人ホーム運営体制の件

・年度末賞与について

・職員ランチの発注方法と旅費精算方法について
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職員研修－１
日付 職種 研修内容

4月4日 施設長 高瀬住宅自治会集会所竣工記念式典

4月10日 施設長 東社協センター分科会デイサービス分科会制度改正について

4月10日 ﾃﾞｲ職員 東社協センター分科会デイサービス分科会制度改正について

4月13日 施設長 介護職員処遇改善加算への効果的な対応方法

4月22日 特養職員 町田市生活相談員連絡会

5月8日 居宅職員 ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ連絡会　全体研修

5月8日 総務職員 ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ制度のｾﾐﾅｰ

5月13日 施設長 町田市介護サービスネットワーク２０１５年度第１回施設部会

5月14日 居宅職員 介護支援専門員更新研修

5月14日 ﾃﾞｲ職員 町田市通所介護事業所連絡会認知症事業所部会

5月19日 居宅職員 介護支援専門員更新研修

5月22日 ﾃﾞｲ職員 町田市通所介護事業所連絡会役員会

5月23日 施設長 東京都介護職員キャリアパス導入促進事業費補助金説明会

5月29日 居宅職員 介護支援専門員更新研修

5月29日 特養職員 ユニットケアにおける看取り援助

6月1日 居宅職員 介護支援専門員更新研修

6月1日 居宅職員 リ・アセスメント研修会

6月4日 居宅職員 介護保険負担限度額認定制度説明会

6月5日 施設長 平成２７年度安全運転管理者講習

6月8日 居宅職員 介護支援専門員更新研修

6月11日 居宅職員 介護支援専門員更新研修

6月21日 施設長 町田介護支援ネットワーク協同組合主催ベトナム技能実習現地視察

6月22日 施設長 町田介護支援ネットワーク協同組合主催ベトナム技能実習現地視察

6月23日 居宅職員 介護支援専門員更新研修

6月23日 施設長 町田介護支援ネットワーク協同組合主催ベトナム技能実習現地視察

6月24日 施設長 町田介護支援ネットワーク協同組合主催ベトナム技能実習現地視察

6月25日 施設長 町田介護支援ネットワーク協同組合主催ベトナム技能実習現地視察

6月26日 栄養士 東社協南多摩ブロック会栄養研修委員会

6月27日 居宅職員 介護支援専門員更新研修

6月27日 ﾃﾞｲ職員 町田市医療・介護交流会

7月2日 看護師 多職種で臨む排泄サポート研修会

7月3日 施設長 東社協高齢者施設福祉部会　特養分科会

7月6日 施設長 町田市高齢者障がい者虐待防止連絡協議会

7月6日 ﾃﾞｲ職員 ネットワークサポート委員会

7月8日 施設長 町田市介護サービスネットワーク施設部会

7月10日 ﾍﾙﾌﾟ職員 地域セミナー　腰に負担のかからない動作・介助方法

7月16日 総務職員 社労士法人JPS　臨時セミナー「ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ制度への企業実務対応」

7月17日 総務職員 労働災害防止講習会

7月17日 ﾃﾞｲ職員 町田市通所介護事業所連絡会役員会

7月22日 施設長 東社協高齢者福祉施設協議会　介護人材対策検討委員会主催座談会

7月22日 特養職員 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ研修

7月22日 ﾃﾞｲ職員 認知症対応型サービス事業管理者研修

7月23日 特養職員 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ研修

7月24日 特養職員 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ研修

7月24日 ﾃﾞｲ職員 認知症対応型サービス事業管理者研修

7月24日 総務職員 ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ制度セミナー

7月28日 総務職員 社会保険事務講習会

7月29日 ﾃﾞｲ職員 認知症対応型サービス事業管理者研修  
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職員研修－２
日付 職種 研修内容

8月1日 ﾃﾞｲ職員 多職種連携研修会

8月24日 特養職員 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ研修　実地研修

8月24日 ﾍﾙﾌﾟ職員 訪問介護計画書作成研修会

8月25日 特養職員 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ研修　実地研修

8月25日 ﾃﾞｲ職員 町田市通所介護事業所連絡会認知症ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ部会

8月26日 特養職員 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ研修　実地研修

8月27日 特養職員 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ研修　実地研修

8月28日 特養職員 ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ研修　実地研修

9月3日 施設長 東社協　社会福祉法人協議会主催　経営者セミナー

9月7日 栄養士 特定給食施設栄養管理講習会

9月8日 特養職員 認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修

9月9日 総務職員 町田市介護サービスネットワーク施設部会

9月9日 特養職員 認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修

9月10日 ﾍﾙﾌﾟ職員 サービス提供責任者初任者研修

9月11日 居宅職員 ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ連絡会　全体研修　リ・アセスメント支援シート研修

9月15日 特養職員 認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修

9月16日 特養職員 認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修

9月18日 ﾃﾞｲ職員 南部地域ｹｱ会議

9月18日 居宅職員 南部地域ｹｱ会議

9月18日 看護師 南部地域ｹｱ会議

9月25日 特養職員 認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修

9月28日 栄養士 町田市医師会在宅医療勉強会「口から食べる幸せをサポートするために」

9月28日 ﾍﾙﾌﾟ職員 町田市医師会在宅医療勉強会「口から食べる幸せをサポートするために」

9月28日 看護師 町田市医師会在宅医療勉強会「口から食べる幸せをサポートするために」

9月28日 ﾃﾞｲ職員 町田市医師会在宅医療勉強会「口から食べる幸せをサポートするために」

10月2日 特養職員 認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修

10月5日 特養職員 認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修

10月6日 総務職員 介護事業場安全労務講習会

10月6日 特養職員 認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修

10月7日 総務職員 出産・育児・療養費など健康保険の給付に関する講習会

10月7日 栄養士 東社協栄養研修委員会

10月7日 特養職員 認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修

10月8日 施設長 国際福祉機器展

10月8日 施設長 障がい者相談支援事業に関する事業者公募のための説明会

10月8日 特養職員 認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修

10月9日 総務職員 給与計算ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ説明会

10月9日 居宅職員 ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ連絡会　

10月9日 特養職員 認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修

10月13日 ﾃﾞｲ職員 くもん学習療法地域会議

10月14日 特養職員 東社協南多摩ブロック会生活相談員ブロック会

10月14日 ﾍﾙﾌﾟ職員 訪問介護計画書（帳票など）研修会

10月16日 ﾃﾞｲ職員 育成士養成研修会

10月17日 看護師 「在宅における呼吸リハビリテーション」研修

10月17日 ﾃﾞｲ職員 町田市通所介護事業所連絡会交流会

10月20日 ﾍﾙﾌﾟ職員 訪問介護計画書作成研修会

10月22日 看護師 東京都結核予防講習会

10月23日 ﾃﾞｲ職員 町田市通所介護事業所連絡会役員会

10月27日 ﾍﾙﾌﾟ職員 管理者の為の実践人事考課研修  
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職員研修－３
日付 職種 研修内容

10月27日 総務職員 メンタルヘルスセミナー

10月27日 特養職員 認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修

10月28日 ﾃﾞｲ職員 ｱｸﾃｨﾌﾞ町田当日運営打ち合わせ

11月1日 ﾃﾞｲ職員 学習療法実践研修シンポジウム

11月4日 総務職員 福祉職場の労務管理とｷｬﾘｱﾊﾟｽを活かした人事管理

11月5日 施設長 防火管理者等実務講習会

11月6日 施設長 新しい総合事業の移行戦略

11月11日 看護師 東京都老人福祉施設感染症対策指導者養成研修

11月11日 施設長 ｱｸﾃｨﾌﾞ福祉IN町田全体交流会

11月11日 ﾃﾞｲ職員 ｱｸﾃｨﾌﾞ福祉IN町田全体交流会

11月13日 居宅職員 ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ連絡会　全体研修

11月14日 居宅職員 ケアマネジメントの質の向上研修会

11月19日 ﾃﾞｲ職員 介護サービス事業管理者高齢者権利擁護研修

11月20日 総務職員 年金の仕組みの手続きに関する講習会

11月25日 総務職員 年末調整説明会

11月25日 施設長 特養介護職員向け痰吸引等研修にかかる説明会

11月25日 ﾍﾙﾌﾟ職員 すべらせて動く移動・移乗介護技術

11月27日 施設長 福祉医療機構　特別養護老人ホーム経営ｾﾐﾅｰ

11月30日 施設長 みぎわホーム増改築工事開所式

11月30日 特養職員 認知症介護実践ﾘｰﾀﾞｰ研修

12月1日 特養職員 喀痰吸引等研修

12月3日 施設長 介護老人福祉施設に対する集団指導

12月3日 特養職員 東社協南多摩ブロック会生活相談員研修会

12月4日 居宅職員 町田市高齢者支援センター主任介護支援専門員連絡会共催リ・アセスメント支援シート研修

12月5日 ﾍﾙﾌﾟ職員 介護福祉士国家試験受験対策直前講座

12月7日 特養職員 喀痰吸引等研修

12月10日 施設長 東京都介護職員キャリアパス導入促進事業費補助金ｾﾐﾅｰ

12月13日 特養職員 喀痰吸引等研修

12月14日 施設長 メンタルヘルス研修～「ストレスチェック完了」まであと１年を切ったことをご存知ですか～

12月16日 ﾃﾞｲ職員 東京都介護職員キャリアパス導入促進事業費補助金ｾﾐﾅｰ

12月24日 ﾃﾞｲ職員 町田市通所介護事業所連絡会役員会

1月14日 施設長 社会福祉法人の運営等に係る講習会

1月16日 ﾍﾙﾌﾟ職員 喀痰吸引等研修

1月17日 ﾍﾙﾌﾟ職員 喀痰吸引等研修

1月19日 居宅職員 チームリーダー研修

1月20日 居宅職員 チームリーダー研修

1月20日 ﾍﾙﾌﾟ職員 認知症講演会（研修会）

1月21日 総務職員 労働関係法令（労務管理）に関する研修会

2月1日 特養職員 喀痰吸引等研修

2月2日 特養職員 喀痰吸引等研修

2月3日 総務職員 研修「40歳代からの年金ライフプランセミナー」

2月3日 特養職員 喀痰吸引等研修

2月4日 特養職員 喀痰吸引等研修

2月4日 ﾃﾞｲ職員 東京都認知症実践者研修

2月5日 特養職員 喀痰吸引等研修

2月5日 ﾃﾞｲ職員 東京都認知症実践者研修

2月6日 看護師 都民公開講座「認知症の人が感じる世界」  
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職員研修－4
日付 職種 研修内容

2月8日 施設長 町田市高齢者・障がい者虐待防止連絡協議会

2月8日 ﾃﾞｲ職員 町田市介護サービスネットワーク

2月9日 施設長 社会福祉法人制度改革対応セミナー

2月15日 施設長 外国人技能実習生制度の概要と留意すべきこと

2月15日 居宅職員 町田市要介護認定調査員現任研修

2月16日 ﾍﾙﾌﾟ職員 町田市訪問介護事業者連絡会　ブロック会議

2月17日 ﾃﾞｲ職員 日常生活支援総合事業に関する説明会

2月17日 ﾃﾞｲ職員 東京都認知症実践者研修

2月18日 看護師 町田市訪問看護事例検討会

2月18日 ﾃﾞｲ職員 東京都認知症実践者研修

2月19日 ﾃﾞｲ職員 東京都認知症実践者研修

2月20日 施設長 東京都高齢者福祉施設協議会　生活相談員実践力ｱｯﾌﾟ研修会プレ研究発表会

2月25日 ﾃﾞｲ職員 町田市通所介護事業所連絡会役員会

2月27日 ﾃﾞｲ職員 多職種連携研修会

2月28日 ﾍﾙﾌﾟ職員 介護福祉士国家試験受験対策直前講座

3月2日 施設長 町田市介護サービスネットワーク施設部会

3月4日 ﾃﾞｲ職員 南地区ケアマネ連絡会(通所事業所連絡会より出席）

3月4日 居宅職員 ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ連絡会　全体研修

3月10日 特養職員 東京都高齢者権利擁護推進事業「介護サービス事業管理者高齢者権利擁護研修」

3月14日 施設長 町田市介護サービスネットワーク会員総会

3月16日 ﾃﾞｲ職員 東京都認知症実践者研修

3月18日 ﾃﾞｲ職員 高齢者虐待の予防

3月22日 ﾃﾞｲ職員 町田市通所事業所連絡会2015年度総会  
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発生日 対象/種類 受傷者/破損物品 事故内容 発生日 対象/種類 受傷者/破損物品 事故内容

4月2日利用者
特養
利用者

その他 8月21日車輌 電信柱 接触

4月14日利用者
特養
利用者

転倒 8月24日利用者
ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
利用者

訪問忘れ

4月18日利用者
ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
利用者

訪問忘れ 9月16日利用者
ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
利用者

その他

5月5日利用者
ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
利用者

訪問忘れ 10月12日利用者
デイ
利用者

その他

5月6日職　員
特養
利用者

その他 10月19日利用者
特養
利用者

転倒

5月12日職　員
ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
利用者

物損 10月30日車輌 車輌 接触

5月12日利用者
特養
利用者

転倒 11月11日利用者
特養
利用者

その他

5月15日利用者
特養
利用者

転倒 11月26日職　員 車輌 その他

5月15日利用者
特養
利用者

転倒 12月28日利用者
ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
利用者

訪問忘れ

6月22日利用者
ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
利用者

訪問忘れ 1月8日利用者
デイ
利用者

転倒

7月3日職　員
デイ
利用者

誤請求 1月24日車輌 ブロック塀 接触

7月8日利用者
デイ
利用者

転倒 1月25日車輌 車輌 接触

7月24日車輌 ブロック塀 接触 1月30日利用者
ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
利用者

その他

7月29日利用者
特養
利用者

転倒 2月16日利用者
特養
利用者

その他

8月10日利用者
ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
利用者

訪問忘れ 2月26日利用者
ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
利用者

訪問忘れ

8月11日利用者
ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
利用者

訪問忘れ 3月5日利用者
ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
利用者

その他

8月13日利用者
特養
利用者

その他 3月26日利用者
ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
利用者

訪問忘れ

8月13日車輌 駐車場天井 接触

施設内事故状況

 


